
　５　観光の振興

　　（３）　グリーン・ツーリズム等の推進

　　　　①　グリーン・ツーリズム等の推進

現状
　グリーン・ツーリズムの推進組織として登米市グリーン・ツーリズム推進協議会が組織されており、協議会を中
心として都市部の中学生の宿泊農業体験の受入を行う等のグリーン・ツーリズム事業が行われています。

課題
　小中学生の宿泊農業体験の受け入れをこれまで以上に推進していくためには、受け入れ農家の確保と受け入
れ体制の整備が必要となっています。また、日帰り体験の受け入れや一般を対象とした事業を行うには、体験メ
ニューの整備や農家民宿等の育成が課題となっています。

行動方針

1
　自然環境や農業資源等を活用し、グリーン・ツーリズムを推進するため小中学生等の宿泊農業体験学
習の受け入れの向上を図ります。

2 　グリーン・ツーリズムを民間が主体的に行えるよう、推進体制の整備、支援を図ります。

3
　都市住民に対して農村地域がもつ豊かな自然や魅力を積極的にアピールするため情報提供を行うとと
もに、地域資源を活用した日帰り体験や農家民宿などの滞在型受け入れ体制の整備を図ります。

目標指標等 現況
短期目標 目標

（平成22年度） （平成27年度）

① 宿泊農業体験受入校数、受入人数［年間］
2校：232人

5校：500人 10校：1,000人
（平成19年度）

② 農家民宿［累計］
0軒

1軒 3軒
（平成19年度）

〈 目標達成のための個別取組み 〉

内容 主担当部局
個別事業 効果が期

待される目
標指標等Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２７年度

　小中学生の宿泊農
業体験学習の受入
等グリーンツーリズ
ムの推進を図るため
推進組織の育成や
農家民宿の開業支
援等を行います。

商工観光課 グリーン・ツーリズム推進組織育成事業

①

（登米市グリーン・ツーリズム推進協議会補助）

宿泊農業体験学習受入

①

(小・中学校宿泊農業体験受入）

農家民宿等支援事業

②

（農家民宿を新しく開業する場合の施設建設費、改修費等資金利子補給）

　補助団体数
　　 １団体/年（Ｈ20）
　→１団体/年（Ｈ22）

　事業活用数
　→１件/3年（Ｈ22）

　補助団体数
　→１団体/年（Ｈ27）

　事業活用数
　→１件/3年（Ｈ27）

　受入校数
　　 2校/年（H19)
　→5校/年（Ｈ22）

　受入校数
　→10校/年（H27)
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